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トルコ共和国イスタンブル市内にあるファーティフ・

　　スルターン・ムハンマド時代のふたつの碑文

井　谷　鋼　造

は　じ　め　に

　ファーティフ・スルターン・ムハンマド（現代トルコ語では，［メフメト］）

は，オスマーン帝国の第７代目のスルターンで，その別名「ファーティフ」

けラビア語で町E服者］）が意味するように，アナトリア各地や，特に現在のト

ルコ共和国第一の都市である，イスタンブルの征服者として名高い。イスタ

ンブルの町は，黒海とマルマラ海をつなぐボスポロス（ボスフォラスり毎峡

に面し，かつて，ビュザンティオン，ビザンティウム（Byzantion, Byzantium)

として古典古代の地中海世界に知られたギリシアの植民市であったが，西暦

330年ローマ皇帝コンスタンティノスがこの地に遷都して，都市機能を拡充

し，自身の名にちなんで，コンスタンティノポリスと改名した。この名前の

アラビア語形が「クスタンティーニーヤ」「心μｋ」）である。　この町は，

12世紀頃から，ギリシア語で「町へ」を意味することばに由来すると考えら

れる「イスターンブール」または「スィターンブールバ(J丿山 (J丿山りと

いう形で，アラビア語やペルシア語の文献に現れるようになる。これが現在

のイスタンブルという呼称の起源であり，オスマーン帝国時代にこの呼称が

定着した。　また，イスタンブルという名前の綴りを少し改変し，「イスラー

ムの町」の意味になる，「イスラームプール」「J」icXull ）という呼び名が

用いられることもあった。一方では，オスマーン帝国時代にも, 1:号として

「クスタンティーニーヤ」の名称が用いられ続けたのであり，ある時期に正

式な改名がおこなわれて，旧名が完全に忘れ去られたというわけではない。

現在でも，ギリシアではこの町を「コンスタンティノーボリ」と呼んでいる。

　クスタンティーニーヤ＝イスタンブルがオスマーン帝国のファーティフ・
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スルターン・ムハンマド(メフメト)２世によって征服されたのは，西暦1453

年のことであり，これを機にオスマーン帝国は,15世紀後半と16世紀を通じ

て勢力・版図を一層拡大し，ヨーロッパ，アジア，アフリカの３大陸に跨る大

帝国を形成することになる。大帝国の首都としてイスタンブルには，多数の

壮麗な宮殿,マスジド(礼拝所),マドラサ(学校),マクバラ／トゥルバ(墓廟)ハ

ンマーム(公衆浴場),クトゥブハーナ(1!書館),イマーラト(福祉施設),チャル

シュ/ペデステン(囚定式店舗が連なる市場)などが歴代のスルターンや王族,有

力者たちによって建設され，それらの中には，現在もイスタンブルの歴史的

な景観を代表し，この地を訪れる多くの観光客が立ち寄る場所も少なくない。

　第１次世界大戦の敗北を契機として，オスマーン帝国は解体に瀕し，アラ

ブ地域は現在のスーリヤー(シリア),ウルドゥンヌ(ヨルダン),'レブナーンレ

バノン),イラークなどに分裂して独立し，残るアナトリアと，東トラキアが，

ムスタファー・ケマール・パシャけタトユルク)の指導する｢解放戦争｣の

結果, 1923年に現在のトルコ共和国(Tiii'kive Cumhuriyeti) を形成すること

となった。トルコ共和I罰は，イスタンブルに代わって，内陸のアンカラを新首

都として選定し，共和国の首都の機能は，漸次イスタンブルからアンカラに

移されて，現在に至っている。すなわち，現在イスタンブルは，トルコ共和塵|

の首都ではない。しかし，人口や経済力の面で，イスタンブルは現在も抜き

ん出た状態で，トルコ共和国第１の都市であり，イスタンブルを抜きにして

は，あらゆる面でトルコを語れないような状況は，現在も変かっていない。

　本稿では，オスマーン帝国の首都としての，歴史都市イスタンブルに現在

も残る，ファーティフ時代に建設されたことが明らかな，ふたつの有名な建

築物である，ファーティフ・ジャーミウとトプカプ宮殿の正門である，

｢ハープ・フマーユーン｣に残る，それらの竣工や定礎を記録した碑文を紹

介し，歴史資料としてのそれらの価値を考察してみたい。

1.ファーティフ・ジャーミウの竣工碑文

　ファーティフ・ジャーミウは，イスタンブルの旧市街，ヴァレンス水道

橋の遺跡を少し西へ行った小高い丘の上にある。がっての東ローマ帝国

（ビザンティン）帝国の時代，この場所には，「聖使徒教会」と呼ばれる牛リ
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スト教の聖堂があったが，その跡地に建設されたのが，現在のファーティ

フ・ジャーミウである。このジャーミウ（ジャーミウとは，ムスリムにとって，

１週問で最右重要な，金曜日正午過ぎの礼拝がおこなわれる，大規模な礼拝所＝マス

ジドのことである。）の存在に由来して，このジャーミウのある一帯が，現在

ではファーティフ地区と呼ばれている。　オスマーン帝国時代，西暦18世紀

後半のイスタンブルのマスジド，ジャーミウを網羅的に解説した，ハーフィ

ズ・ヒュセイン・アイヴァンサラーイーの著作であるがjφ倆こーによる

と，ファーティフ・ジャーミウは「マーリー（財務）暦1179年５月11日，

クルバーン・バイラム（犠牲祭）の三日目の木曜日（1766.5.22）,日出から１

時間後に起こった大地震により，完全に倒壊した」という。（Hafiz Hijseyn

al-Ayvansarayi, （tr.）Howard Crane, The Garden of the Mosques, Brill,2000, p.

12）この記事から明らかなように，現在のファーティフ・ジャーミウの建物

は，地震後に再建されたものである。しかし，中庭に通じる，西面する，建

物本体への人口に向かって右→中央→左の順に連続する，もとのジャーミウ

の竣工を記録した碑文は，再建後の建物にそのまま残された。（写真卜３）

写真１　ファーティフ・ジャーミウ入口正面の碑文
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以下に提示するのが，碑文のアラビア語原文である。（以下，原文中の縦線は，

改行を示している。）

[入口に向かって右側の碑文]

　　ぶ.>ia゛どi^J≒－ぷふfXjj レ jVぶ|しけこ≒よ心i ン三嘩Ul ^^‘ぷ匹と'メ≒泗1

ず⊃** Lぎむ斗少メ'‰t>≪ J^りトjj Jji ひ･LSμ≒謳,^＼ ^jl･戸|俘ji'に声

声訪几jUμl メj万ぴふ Ji ^ ill りlii.し（しにしぶ（ぶ≒ u' (J轟| u^メ,万両

jUJヘタ岫Uりμが･－いも･頴丿殖･tj≒， I 謳Sjiill ふ唯一べ-jlii'声り･tjlaliJ'

[入口上方の碑文]

り･･心円ムぶt5^ Jj≪^l 佃≒ぐ峡芦鴇丿心』こc- に心八liiiJi ;>iaxJ lg-:vごi（y->ifﾘ尚

Ujl ■>!丿こμ山JIジ斗ぷぶエUl /y卜･ヽ・/jliエJlmj卜りこ仙LJI　u;l CJ^ 乙に悩Ul

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(ji旨AjI こμりjI

［入口に向かって左側の碑文］

　　c> よんこおぶ^ 裕J’心一ili／Vjトメりl i―fiU●lりも-,■■･。心沁こお v-JCul･jV

^ノ(jr^' 世聊しUし痢へJ≒μj 'li‰u.iφ入声゛|ぷ丿胱丿万よ戸Vlj j二かj万｜斗しか

ry－Lづに] →ブ痢悩＼ jμl ^いい Ji ’らふ|やjoS がU らメ1^
ij^心;jl≒Jl

　　　Oi c声り^ もLijLijj^_jjもき一心iu4 (_5メり!(_^ム。^ り丿にμも"^Laji-ajおjjjxjj-u 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jj-●

(日本語訳)

　最初の日から，敬虔さに基礎づけられた，より完全な姿で，秀逸さを集め

る，このマスジドの建設は，その僕たちの行為を全て知り，全て見通す，全

能の神の称賛を以て，その王権において善行を顕すために，大地を公正さで

満たし，それによって，知識や真知の腐骨を復活させた者，神がウスマーン

家のうちから選んだ者，の命令で仕上げられた。その者とは，最大のスル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
ターン，最も卓越したハーカーンであり，僕たちの手でその類例が諸国に造

られたことがなく，幾人かのハリーフアたちや優れたスルターンたち，ア

ミールたちが，目標の獲得に努力を傾けたにもかかわらず，その征服が叶わ

なかったこの町を，その剣で征服した者(ファーティフ),アッスルターン・
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わせるようにーのことである。被造物のための

，

私のこの祈りは有益であり

神は

，アーミーンと言った，一人の僕に慈悲を与える。（建物の完成は）875

年の祝福されたラジャブ月（1470年12月/1471年１月）であり

,

（建設の）開

始は

,

867年のジュマーダーｎ月（1463年2／3月）であった。　これを書いた

のは

，アリー・ブン・スーフィーである。

　　　　---------一一-一一一--一-一一一一一-一一

（解説）

　筆者は

,

2004年８月９日に，このジャーミウを訪れて碑文を実地に調査

したが

，

上記の原文

，

日本語訳を提示するに当たっては

，

オスマーン朝初期

の，現存する碑文類を網羅的に調査・採録していると思われる

,

Abdtilha-

mit Tiifekcioglu，Erken donem Osmanh訂imarisinde Yazi, Ankara,

2001

.

（r初期オスマーン朝建築物における文字』）を参照した。上記のアラビア語

原文は

，

同書の343頁に掲載されている

。この書物は ，

計134箇所のオス

マーン朝初期の各種建造物（建物が現存しない場合もある）に残されたアラビ

ア文字の碑文・刻文・銘文を写真付きで紹介し

，

それぞれの碑文について

，

アラビア文字原文

，

現代トルコ語訳と解説が付されている

。

多少の誤植が見

られることを除いては

，

しっかりした解読結果が収録されており

，

今後の碑

文研究の模範的な基準を提供するものであるように思われる

。

筆者もこの書

物から

，

解読の不明箇所をはじめ

，

多くの教示を受けた

。

　この碑文の中では

，

「ムハンマド（2世）－ムラート（2世）－ムハンマド

（Ｉ世）－バーヤズィード（Ｉ世）－ムラート（Ｉ世）－ウールハーンーウスマー

ン」という

，ファーティフに至る７人のオスマーン（原文では，ウスマーン）

家スルターンの系譜が

，

漏らさず

，

全て記されており

，ムラートＩ世からは

すべて「スルターン」の称号が付されている

。
上記のTiifekgiogluの書物

に挙げられた建築物と碑文・銘文などの中で

，この碑文以前のもの（計102

点）に

，オスマーンに始まる支配者の系譜が全て現れる碑文はない
。これ以



後の時代のものでは，イスタンブル所在の，スユレイマニイエ・ジャーミウ

（1557年10月完成）やスルターン・アフメド・ジャーミウ（1616年10月完成）

などの規模が大きく，また観光地としても有名な大ジャーミウでは，ファー

ティフと同じく，建物の人口正面の上方に掲げられた，建築の定礎と竣工を

記録する碑文の中で，それぞれの建築物を建てさせたスルターンたちの系譜

が，初代のオスマーンまで遡って現れている。スユレイマニイエでは，オス

マーンよりスライマーン１世に至る10 名のスルターンの系譜が，スルター

ン・アフメドでは，アフマド１世に至る14名のスルターンの系譜が，それ

ぞれの碑文中に記録されている。その意味では，ファーティフ・ジャーミウ

の竣工碑文は，以後のスユレイマニイエやスルターン・アフメドにもその形

式が継承される，オスマーン家のスルターンの系譜をもれなく記録した，最

初の碑文であるということができる。

　また，碑文中で，ファーティフは「アッスルターン・ムハンマド・バー

ン」と呼ばれており，オスマーン家のスルターンが，公式に「バーン」とい

う称号を使用していたことは明らかである。彼はまた，「最大のスルターン，

最も卓越したハーカーン」として，ムスリムの支配者としての「スルター

ン」という称号と並んで，トゥルクの帝王たる「ハーカーン」の称号をも使

用している。「僕たちの手でその類例が諸国に造られたことがなく，幾人か

のハリーフアたちや優れたスルターンたち，アミールたちが，目標の獲得に

努力を傾けたにもかかわらず，その征服が叶わなかったこの町」とは，具体

的な名前が挙げられていないにもかかわらず，世界に無比のビザンティン

（自称はローマ）帝国の都クスタンティーニーヤ＝イスタンブルを指すことは

明白であり，古くは，西暦７世紀のウマイヤ朝初期の時代以来，ムスリム諸

王朝のハリーファ，スルターン，アミールたちが，この町の征服をめざしな

がら，叶わなかったことを簡潔ながら，的確な表現で述べているのである。

オスマーン朝の「最大のスルターン，最も卓越したハーカーン」であるだけ

ではなく，世界の歴史上にその名を輝かせてきた，クスタンティーニーヤ＝

イスタンブルの征服者（ファーティフ）という名声が，スルターン・ムハン

マドを最も有名にしていた属性であり，ムハンマドに付された「その剣によ

り，この町を征服した」という修飾表現が，この碑文［いで最も強調されるべ

き部分であったことは，疑いを容れない。
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　スルターン・ムハンマドの名の後に付けられた讃辞（　　　の部分）では，

スルターン本人への神の恩寵，その子孫たちの繁栄，その祖先たちの冥福が

祈願されており，これに類する表現は，イスタンブルのスユレイマニイエや

スルターン・アフメドのような，他の有名なジャーミウの竣工碑文の中でも

見られる。

　この碑文を書いたとされる，アリー・ブン・スーフィーはファーティフ時

代の有名な能書家であり，次に紹介する，ハープ・フマーユーンの碑文もま

た，彼の作品である。ファーティフ・ジャーミウ及びハープ・フマーユーン

のアリー・ブン・スーフィー作の碑文は，その内容の歴史的な重要性だけで

はなく，「ジャリー・スルス」書体の頂点を極めた作品として，芸術的にも

高く評価されている。アリー・ブン・スーフィーについては, Yasamlan

ve Yapitlanyla OsmanlilarÅnsiklopedisi, Cilt 1,Istanbul, 1999. s,235.を

参昭心,.ゝゝo

２。ハープ・フマーユーンの碑文

　イスタンブルの観光名所のひとつである，オスマーン帝国の歴代スルター

ンたちの居城であった，通称トプカプ宮殿の正門が，「ハープ・フマーユー

ン」である。現在この門は，宮殿そのものへの入場門ではなく，入場門へと

続く，人や車両が頻繁に出入りする通過点となっているが，アヤ・ソフヤ

（ビザンティン時代の「ハギア・ソフィア大聖堂」であり，イスタンブルの征服後は，

ジャーミウとしてムスリムの礼拝の場となった。現在は，博物館）の背後に位置し，

この門からはマルマラ海側へ延々と城壁が延びていることからも，宮殿の正

門であったことがわかる。この門の前には，アフメド３世の給水場（1728年

完成）かおり，この建物も歴史的に重要なものである。ハープ・フマーユー

ンは石造で，その南面する門のアーチ奥の壁に，以下のようなアラビア語の

碑文が掲げられている。（写真4）



　　　　　　　　　　　写真４　ハープ・フマーユーンの碑文
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　　　　　　　　　包乱もこふもし応心もりリ～つJi^ と丿丿心心Oi^メ3J 丿

唾1本語訳)

　　これは

，二つの陸のスルターン，二つの海のハーカーン，人とジンの両界

における神の影

，

東西の間において神を助ける者

，

水と泥の英雄

，

クスタン

ティーンの城塞の征服者(ファーティフ),アブルファトフ・スルターン・ﾑ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

ﾊﾝﾏﾄﾞ・バーン・ブン・スルターン・ムラート・バーン・ビン・ｽﾙﾀｰ

一---一-一一--一一一一一-一一--一一-一一一----一一-一一----一一----一一一一----一一---一一--一一-一一一一-----一一-

ﾝ・ムハンマド・ハーンー至高なる神が彼の権力を永遠ならしめ，彼の位置

皿皿皿--s一赫酬萌慟剛一學孵㎜--皿皿--仙仙仙　稗･峙二二勝二瞳二■二二二-･･開開馨二二二･s無梅慟･俸丁s粋s障･二二醵劃二･二二■-･二二二二■丁開二馨二･sss二梅輪肆場丁丁鉢丁s二二慟■･二■勝二二二■■二■二二債

を二つの指極星の頂へと高めるようにーの命令で, 883年の祝福されたラマ

･･一二-･･s---･-･･----s二s･僧s･無聊丁粋s二-･･----■･■一警-s･･-s二嚇･彝ss丁丁･--sss･一二･

　ターン月(1478年11/ 12 月)に，その建設が神の後援と是認の上で証礎づけ

　られ

，

その柱石が神の安全と保護の確保によって打ち囚められた

，

祝福され

　たる城寒である

。

　(解説)

　　この碑文は

，

上で紹介した

,

Tijfekciogluの書物365頁に採録されてい



る。オスマーン帝国の歴代スルターンたちが，イスタンブルで居城とした

「トプカプ宮殿」を建設した際の碑文で，これ以降のスルターンたちは，こ

の碑文に現れる「二つの陸のスルターン，二つの海のハーカーン」という称

号を公式に名乗った。これは，ファーティフの治世以降の貨幣銘文などから

も確認できる。　この碑文に現れる，ムハンマド（メフメト）Ｉ世－ムラート

２世－ムハンマド（メフメト）2世は，全て「スルターン」と「バーン」号

を付けて表現されていることに注目したい。しかし，おそらくは，碑文の表

現スペースの限界ゆえか，前掲ファーティフ・ジャーミウの竣工碑文のよう

に，ここではオスマーンに始まる，ムハンマド１世の父，バーヤズィード１

世までの４人の祖先の名前は載せられていない。碑文中で「クスタンティー

ンの城塞の征服者（ファーティフ）」とされる，ムハンマドの名に付せられた，

「アブルファトフ」はムハンマドのクンヤであるが，ここでは「征服の父」と

いう意味の，西暦11世紀のセルジュク朝のスルターン，マリクシャーフ以

来多くの支配者たちによって使用されてきた，多分に定型句化された表現で，

ムハンマドの父ムラート２世や，ムハンマドの子バーヤズィード２世が同じ

クンヤをもって呼ばれる，碑文の実例も存在する。（Tijfekcioglu, 206, 407 －8 ,

いずれもアマスヤ市内のジャーミウの碑文で，前者は, 834年ムハッラムル朔日

（1430.9.19.）,後者は, 891年ラジャブ月（1486.7.3.-8,1.）にそれぞれ竣工したこと

がわかる。）

　「二｡つの陸のスルターン，二つの海のハーカーン，人とジンの（両界）に

おける神の影，東西の開において神を助ける者」という一連の表現は, 4つ

のアラビア語双数形属格の名詞を用いて表現されており，二つの陸（oiメ），

二つの海（Oi戸丿）,人とジン（(jjむ），東西（こ砂山l )がそれである。

「ジン」とは，イスラームの文脈で，神によって火から創造された超自然的

な存在のことであり，イスラームの聖典『クルアーン』第55章けツラフ

マーン）31節の末尾に，人間とジンをセットにした，この双数形が用いられ

ている。ファーティフ・スルターン・ムハンマドに関して用いられる「二つ

の陸」および，「二｡つの海」という表現は，単なる修辞というよりも，二つ

の陸＝アナトリアとルーメリ，二つの海＝黒海と地中海，という具体的な二。

つの海洋と二つの陸地を表わしていると考えられる。

　「二つの陸のスルターン，二つの海のハーカーン」という表現は，上述の



ように　ファーティフ以後のオスマーン朝のスルターンたちの称号として用

いられるようになった。一例を挙げれば，ファーティフの後継者である，

バーヤズィード２廿t時代の碑文にもこの表現が見られる。（拙稿「イスラーム

世界の市場についての一一考察」2004年度追手門学院大学川鄙屏究・研究成果冊告書

『アジアの叶萌（いちば）の現状と背景－ヒトとモノの出合いと交流-』2005

年３月, 53頁参照。）しかし, Tiifekciogluの書物や，私自身の７年にわたる

これまでの碑文調査経験を参考にしても，ハープ・フマーユーンの碑文以前

に，「二｡つの陸のスルターン，二つの海のハーカーン」という表現が用いら

れたオスマーン朝期の碑文・銘文などの例は見当たらない。その意味では，

ハープ・フマーユーンの碑文中に見られる「二つの|朧のスルターン‥二つの

海のハーカーン」という表現は，ムスリムにとって空前の偉業となる，帝都

クスタンティーニーヤ征服を達成し，アナトリアとルーメリ（バルカン半島）

の両上にまたがる大帝国を

た，ファーティフ時代のオスマーン帝国の強大化や発展を象徴的に示したも

の，ということができるのである。

　なお，ハープ・フマーユーンの碑文については，アンドレ・クロー晋，告

永|専／井上裕子／佐藤夏生／新川邪子訳『メフメト二世　トルコの征服工』

法政大学出版)ij, 1998年の304 －6 頁に内容が紹介されているものの，原文

を対照した正確な日本語訳ではない。

　（本稿は，平成16 年度科学研究費補助金・基盤研究（B）,研究課題叩アレヴィー・

ペクタシ」集団のエスニシティと社会的文化的秩序の変化と持続－トルコ・ヨー

ロッパにおけるトルコ系集団を中心にしてｰ-］（研究代表者：大阪匡際大学・佐島

隆教授）による研究成果のｰ一部である。）
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